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はしがき

　本研究報告書の科学研究費補助金基盤研究（C）「オーキシンの移動・代謝特性の

解析による園芸作物の生理機構の解明と応用技術の開発」は、平成16年度から平成

18年度までの3年間に行われた。この研究の前に、基盤研究（C）「植物ホルモン

の分析によるトマトの栽培生理の解明」（研究代表者児島清秀）が、平成12年度か

ら平成15年度までの4年間に行われた。この研究の遂行中に園芸作物の生理機構に

はオーキシンの移動・代謝がかなり影響していることを認識するようになり、本研究

を着想した。

　e－・一一キシンの移動特性は、理学系において芽生え（長さ数cm）で研究されてきたが、

栽培作物（長さ数mの緑色の屋外栽培）ではほとんど研究されてない。また、オーキシ

ンの移動中の代謝は芽生えではほとんど生じないが、栽培作物では強く生じており、

極めて強く影響していると考えられた。特に木本性の果樹ではオーキシンの生理機構

は芽生えとはかけ離れている。そこで、栽培作物での知見こそが、全ての現実の農作

物の生理的基礎となる。

　本研究では、多様な園芸作物（草本性と木本性）において、オーキシン（植物の根元

的で最重要な制御ホルモンであり、特異的な極性移動の特性を持つ）を中心として、

多面的な解析技術（内生量の分析、移動・代謝特性、外的施与）を駆使して、基礎的生

理現象（茎・枝の発生・成長、果実の成長、地上部と根部の情報伝達）と果樹の勇定の

技術（経験則）の生理の解明をめざした。

　本研究は、科学研究費補助金（基盤研究（C）（2））の補助を受けて、多くの学部学

生と大学院学生の助力のおかげで推進できた。この場でも感謝の意を表したい・
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